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第3248回例会	 2018.10.12

会長挨拶� 会　長　細澤　哲哉
　皆さんこんにちは。本日の例会には株式会社タムラ食品専
務取締役田村儀朗様をお迎えしております。田村様には後ほ
ど卓話をいただきますのでよろしくお願いいたします。
　昨日豊洲市場が開場いたしました。土壌や水質の汚染など
の問題で当初の計画よりも約2年ほど遅れての開場です。初日
から火災や付近の渋滞などのトラブルが発生したようでありま
すが、一旦セリが始まれば今まで豊洲移転に難色を示してい
た方 も々含め、皆で一丸となって「今度は豊洲を盛り上げ新し
い時代を築き上げていく」とおっしゃっておりました。13日から
は一般客の見学や物販、飲食店の利用も開始されるとのこと
でありますので、近い内に一度足を運んでみたいものだと思っ
ております。その一方で長年我々もお世話になった築地市場
の解体工事も始まりました。築地場外の店舗の多くは今までど
おり営業を続けていくとのことですが、2020年のオリンピック
の際には場内は取り壊されオリンピックの施設として利用され
るようです。ただし、その後の再開発については未だに未定
とのことです。新しいもの好きの私としては東京の一等地がこ
れからどのように変化していくのか今から楽しみです。築地市
場解体にあたり現在問題となっているのがねずみ問題だそう
です。毎日築地で美味しいものを食べ大きく育った大量のね
ずみ達が一斉に周囲に拡散する恐れがあるとのことで、現在
対策に追われているとのことです。沼津でも近年はあまりねず
みを見かけることも少なくなってまいりましたが、ねずみは体
内に多くの病原菌があり感染症を引き起こす恐れや、火事や
停電などを引き起こす恐れがあるなど、対策が必要な生物で
あることを再認識いたしました。
　先日の例会で皆様方に米山梅吉記念館賛助会員のお願い
をいたしましたところ、沼津クラブは全会員の方々が賛助会員
となっていただくことができました。誠にありがとうございまし
た。これからも様 な々ご協力をお願いすると思いますが、今後
ともよろしくお願いいたします。
ゲスト �田村　儀朗様
ビジター �野田　和秀君（三島西）、�

影山　桓義君（沼津北）
他ＲＣ出席 �服部君・渡邉（真）君・渡邊（洋）君・渡辺（芳）

君（10.10沼津柿田川）

欠席者（11名）
東君、石川君、木村君、髙地君、
森藤君、村上君、野口君、榊原君、
塚本君、渡辺（好）君、渡辺（芳）君
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10月19日（金）
　会員リレートーク
� 会　員　　吉野　聖一君・渡邊洋二郎君

配偶者誕生日　渡邊佐和子様（洋二郎君）、
　　　　　　髙地　明子様（尚之君）
結婚記念日　渡辺　芳彦君、髙地　尚之君

10月26日（金）
　イニシエーションスピーチ
� 会　員　　原田　幸治君
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１�．例会変更のお知らせ
　沼　津　北…10/23（火）は移動例会（企業見学）
　富 士 宮 西…10/26（金）は10/29（月）
� 2クラブ合同例会＠パテオン
　新　富　士…11/13（火）は11/4（日）
� サイエンス・プロジェクト�in�Fuji
２�．10/13（土）静岡第2グループ第3回会長幹事会
⇒山口君・Ｇ補佐事務局・細澤君・大村君出席予定
３�．米山梅吉記念館賛助会費（47 名× 3,000 円＝
141,000 円）送金　⇒すべての会員にご協力いた
だき、ありがとうございました

細澤君…田村様、本日はお忙しいところお越しいた
だきありがとうございます。これからもよろしくお願い
いたします。
杉山君…ロータリーバッジを忘れました。

畑わさび栽培について
株式会社タムラ食品　専務取締役
� 　　田村　儀朗様

卓 話

　弊社タムラ食品は、大正14年創業でわさび漬を中
心にわさび関連の商品を製造しているメーカーでご
ざいます。関連企業としまして、障がい者の就労施
設（Ａ型事業所）を運営しております。工場内には正
社員・パートと共に、20名の障がい者が働いており一
般就労に向けた訓練をしております。
　現状、わさびの原料は伊豆の農家20件、伊豆以外
の県内農家10件、県外5件と契約し、年間約100トン
の原料を仕入れております。しかしながら、高齢化・
後継者不足により年々仕入れ量が減少しております。
　そこで今回は、わさびに関連する情報を踏まえなが
ら、栽培についての話を中心に、少しでもわさびに対
する理解を深めていただき、原料の普及につながる
機会になればと思っております。
　まず、わさび漬に使用する原料ですが、主に茎の
部分を使用します。わさびの苗を沢に植えると沢わさ
びとなり（根茎の部分が成長）、畑に植えると畑わさ
びとなり（茎の部分が成長）、元の種や苗は同じもの
です。沢わさびは清流の中で1年半～�2年ほど栽培
し、畑わさびは半年ほどの栽培で商品とし、根・根
茎・茎・葉の各部分は、漬物・練りわさび・ドレッシ
ング等の加工品の原料となります。
　伊豆の農家の栽培例は、年配の夫婦で、一反歩で
4トン前後生産しています。多い夫婦で8トン以上生
産する方もいますが、収穫時に手伝いを3～4人頼ん
でいます。買い入れ価格を300円/㎏とすると、4トン
で120万円の収入となります。大根・白菜等の一般的
な野菜を栽培すると、1反歩で30～50万ほどの収入と

聞いております。また無農薬・ブランド野菜も、多く
ても100万弱ほどのようです。栽培する過程や収穫か
ら製品化するまでの手間の違いはそれぞれございま
すが、反収としましては良い方かと思われます。
　苗代は10～20円/本です。また種は約1万円/合で
す。どちらからの栽培も可能です。なお、苗は1反で
13,000～14,000本ほど必要になります。種は1合で
約10,000粒あり、種からの場合、発芽率を考慮しま
すと3合ほどの購入を推奨しております。その他、段
ボール等の資材、送料が経費としてかかります。収穫
した分は全量・定額で買い取りいたします。
　日本の伝統食品わさび漬を後世へ継承・消費拡
大・栽培の普及を目標に、関係機関と連携し、また
皆様のご支援・ご協力もいただきながら取り組んでま
いりたいと思っております。
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当C 他C 当C 他C 当C 他C 当C 他C 当C 他C
東 3 0

0 2
2 1
3 0
3 0
2 0
2 0
3 1
1 2
1 0

髙　地 3 0
2 0
3 0
2 1
2 1
3 0
1 2
3 0
1 0
3 1

野　口 2 1
2 1
2 1
3 0
2 1
2 1
3 1
2 1
3 1
3 1

杉　山 3 0
3 0
3 0
3 0
1 1
3 0
3 0
3 1
3 0
2 0

渡邊（洋） 1 2
3 1
3 1
3 0
3 1

道　前 楠　木 小　川 勝　呂 渡辺（芳）
原　田 峯　村 大　熊 寺　田 山　口
服　部 峯　尾 奥　村 辻 山　本
細　澤 三　好 大　村 塚　本 吉　野
石川（秀） 望　月 大　友 上　田
石川（三） 森　藤 向　坂 渡辺（好）
石　渡 村　上 清 渡邉（雅）
實　石 長　橋 積 渡邉（真）
木　村 野　際 白　壁 渡邉（秀）
●は出席免除者

ロータリーの標語　超我の奉仕
Service Above Self




